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中江産業株式会社（本社：大阪府大阪市, 代表取締役社長 中江 康男, 以下 中江産業）と、株式会社

商工組合中央金庫（本社：東京都中央区, 代表取締役社長 関根 正裕, 以下 商工中金）は、商工中金

が取り扱う「J-クレジット預金（令和 6 年度募集分）」（※1）に活用される森林由来の J-クレジット（※

2）（以下、本クレジット）の供給契約を締結しました。

中江産業の創出した本クレジットは、商工中金が J-クレジット預金にて活用する森林由来クレジット合

計 1,000t-CO2 の一部として活用されます。

中江産業は、森林経営活動を通じて持続可能性と環境への貢献に真摯に取り組んでおり、自然共生サイ

トに認定、ＧＸリーグに参加するなど、今後も生物多様性の保全、二酸化炭素の吸収源とした J-クレジ

ットの創出、水源地保全など、森林の機能を保ちながら人と自然が共に豊かに生きる社会の実現を目指

し持続可能な未来を築いていきます。

（※1）J-クレジット預金とは、満期時元本に応じて J-クレジットによるカーボン・オフセット(※3)を付与する預金で

す。オフセットには森林由来クレジット(※2)が活用され、本預金を通じて森林の適正な管理に貢献することができます。

(※2)森林由来クレジットとは、間伐などの森林の適切な管理を行うことによる CO2 吸収量をクレジットとして国が認証

したものです。森林の適切な管理を継続的に行うことには経済的な負担が伴いますが、森林由来クレジットを購入・活

用することで、森林の適正な管理を応援することができます。

(※3)カーボン・オフセットとは、日常生活や経済活動において避けることができない CO2 等の温室効果ガスの排出につ

いて、まずできるだけ排出量が減るように削減努力を行い、どうしても排出される温室効果ガスについて、排出量に見

合った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わせるという考え方です。

本預金では、「お客さまが当該年度に排出した CO2」をオフセット対象として、商工中金にて J-クレジット無効化処理

を行い、無効化通知書を発行します。
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